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◇業界分析 

 牛丼業界 
牛丼業界は長年にわたり三社（吉野家・すき家・松屋）で業界を牽引してきた。 
現状：業界一位は吉野家 

ここ数年ゼンショー（すき家を経営する株式会社）が急激に勢力を伸ばし、２位が

ゼンショー、３位が松屋 
 

 飲食業界を取り巻く社会背景：健康志向ブーム 
2008 年メタボリックシンドローム検診に関しての法律が制定 
→ますます健康に関して注意を向ける人の増加 
 
 
◇目標設定 
 松屋の売り上げを再び上昇傾向にする 
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◇ 現状分析 
1.自社分析 
名称：株式会社 松屋フーズ 
主なメニュー：牛めし 並３５０円 大４９０円 
       豚めし 並３３０円 大４３０円 
       ビビン丼並３９０円 大４９０円 
       オリジナルカレーライス 並３５０円 大４５０円 

山かけ漬マグロ丼 ４９０円 
松屋 SWOT 分析 
Strength Weakness 
牛丼以外のメニューが多い 
味噌汁が無料 
都内に店が多い 

テーブルのある店が少ない 
全国展開していない 
広告をだしていない 

Opportunity Threat 
食への不安 
健康志向食品の大ヒット 
メタボブーム 
メガブーム 

吉野家のブランド力 
すき家の女性・ファミリー客を増やす戦略 
他の外食産業（松屋は外食産業という枠組の

中の牛丼チェーンの１つに過ぎない） 
 
 
2 他社分析 
２－１.吉野家 
 主なメニュー：牛丼 並３８０円 大４８０円 特盛６３０円 
        豚丼 並３３０円 大４３０円 特盛５３０円 
        プレーンカレー 並２９０円 大３９０円 
☆ Strength 

① ブランド力 

② 男性客が多い（カウンター席がほとんどということもあり、女性客より男性客の方が圧

倒的に多い） 

③ 全国に店舗を展開 

④ 積極的な広告活動 

 

☆ Weakness 

① 他チェーンに比べメニューが少ない（健康志向のメニューがない） 
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② 女性客が少ない 

 



☆ Threat 

① BSE 問題（メニューが少ない吉野家は影響をうけやすい） 

② 他の牛丼チェーン 

③ 牛丼以外の外食店（客のニーズによって顧客が減少する可能性） 
 

２－２.すき家 
 主なメニュー：牛丼 ミニ２７０円 並３５０円 大４５０円 特５５０円 
        メガ牛丼 ６８０円 
        牛丼ライト（ご飯の代わりに豆腐を使用） ３８０円 
        とりそぼろ丼 並３８０円 大４１０円 
☆ Strength 

① メニューが多い 

③ 族連れ・女性客が多い 

④ 幅広い事業展開 

⑤ 広告に力を入れている 

 

☆ Weakness 

① 都心部・駅前に店舗が少ない 

② メニューが多い＝松屋のイメージを持たれている（自社の強みであるメニューの多さを

活かしきれていない） 

☆ Threat 

① 他の牛丼チェーン 

② 牛丼以外の外食店（ファミレスなど）が挙げられる。 

 
 
◇ 顧客分析 

 現在は「健康」ブーム 
 メタボを予防・改善したいと思う人は全体の約 9 割 
 一方で、高カロリーのものを食べたいと思ったときに、実際に食べてしまう人は 9

割以上 
 
 

 松屋の売り上げを再び上昇傾向にするために 
健康を気にするサラリーマンを中心に、来客数を増やす 
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◇ 政策提言 
4P 分析(Product, Price,Place,Promotion)に基づき政策提言を行なう 
 
Product 
 

 健康指向メニューの導入 
 玄米・五穀米の導入 

→玄米を食事に取り入れたいと思う人は全体の６割に上る 
 魚介類の丼ものの導入 

→魚介類は肉類よりもヘルシーなイメージ、流通チャネルも確保済み 
 チキン・野菜といったカレーの種類の増加 

→鶏肉は牛・豚よりも低カロリーで高栄養価、カレーは既存メニューなので 
 改良は比較的容易 

 小さなサラダの追加、サラダの種類の増加 
（Ex ワカメ等の海草類） 

Price 
 

 現状維持 
（原料が高騰している上、現在では一時期のような価格競争がほぼなくなって

いる） 
Place 
 

 現状維持 1）・既存チャネル 2）の活用 
1）都市部、駅前に集中した店舗分布 
→ターゲットであるサラリーマンが多い土地 
2）既存チャネルの活用 
→同グループである福松のチャネルを利用することで、魚介類等のメニューを

取り入れることが可能に 
Promotion 
 

 積極的な広告活動の推進 
I. 雑誌・新聞への広告の掲載や折り込みチラシ、クーポンの作成 
→R25・日経ビジネスに代表されるようなサラリーマン向けの雑誌、 
日経新聞、スポーツ新聞等サラリーマンが主な購買層になっている新聞に対

して新メニューの広告を載せ、さらにそれにクーポンや、クーポン画面を表

示するサイトにつなぐ QR コードを付ける。 
II. テレビ CM の放送 
→広告媒体で最も宣伝力があるテレビ CM を作成し、流すことにより新メニ

ューを大々的にアピール 
III. 若手女優の起用 
→長澤まさみ、新垣結衣らに代表される若手女優をイメージキャラクターに起

用し、メタボの改善を訴える。また新メニューが健康志向でヘルシーであるこ

とを分かりやすく伝える（パパは娘に弱い） 

4 
 

 



◇ 結論 
 
近年、松屋は売り上げをそれほど伸ばせず、吉野家・すき家のライバル 2 社に

取り残されつつある。そこで我々は、近年の健康志向ブームに注目し、他の 2

社が扱っていないような健康志向のメニューを新たに導入し、サラリーマンを

中心とした健康を気にしている人々に対してプロモーションを行うことを考え

た。それによって、ライバル 2 社との差別化が行え、松屋の売り上げは再び上

昇傾向になるだろう。 
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